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ご存じですか？
感染症流行予測調査事業

（2014年度版）
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ポリオ

昭和50-52年生まれの1型抗体保有率が低い→徐々に改善

OPVの接種控えにより
0-1歳の抗体保有率が低下
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IPV, DPT-IPVの導入により0-1歳の抗体保有率が上昇

日本脳炎
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定期接種は生後６ヶ月から可能
標準的な接種開始年齢は3歳
2005年5月に積極的勧奨の差し控え
2010年度は3，4歳に積極的勧奨
2011年度は3,4歳と9，10歳に積極的勧奨
2012年度は3,4歳と小2－4に積極的勧奨
2013年度は3,4歳と小1－4、高3に積極的勧奨
2014年度は3,4歳と小2－3、高3に積極的勧奨
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麻疹

第2，3，4期の効果
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風疹
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第2，3，4期の効果

男女差
大きい
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2013年の流行後も感受性者
（抗体陰性者）はそのまま残存

インフルエンザ
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年齢群別のインフルエンザ抗体保有状況 ［A型］

A/California/7/2009 ［A（H1N1）pdm09亜型］ A/Texas/50/2012 ［A（H3N2）亜型］

（2014年1月24日現在暫定値）
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【 HI抗体価1:40以上の抗体保有率 】

調査対象全体は47%

 10～24歳の各年齢群は60%以上

それ以外の多くの年齢群は50%未満

とくに0-4歳群、55～69歳の各年齢群は30%未満

【 HI抗体価1:40以上の抗体保有率 】

調査対象全体は49%

 5～19歳の各年齢群は60%以上

それ以外の多くの年齢群は50%未満

とくに0-4歳群は30%未満

HI抗体価 1:40以上

HI抗体価 1:160以上

HI抗体価 1:640以上

（n=6,199）HI抗体価 1:40以上

HI抗体価 1:160以上

HI抗体価 1:640以上

（n=6,444）
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年齢群別のインフルエンザ抗体保有状況 ［B型］

B/Massachusetts/02/2012 ［B型（山形系統）］ B/Brisbane/60/2008 ［B型（ビクトリア系統）］
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（2014年1月24日現在暫定値）

HI抗体価 1:40以上

HI抗体価 1:160以上

HI抗体価 1:640以上

（n=6,199）HI抗体価 1:40以上

HI抗体価 1:160以上

HI抗体価 1:640以上

（n=6,444）

【 HI抗体価1:40以上の抗体保有率 】

調査対象全体は41%

 20代の各年齢群は60%以上

それ以外のほとんどの年齢群は50%未満

とくに10歳未満、60歳以上の各年齢群は30%未満

【 HI抗体価1:40以上の抗体保有率 】

調査対象全体は39%

 60%以上を示した年齢群はなし

ほとんどの年齢群は50%未満

とくに0-4歳群、60代の各年齢群は30%未満

インフルエンザ抗体保有状況‐前年度との比較 ［A型］

A（H1N1）pdm09亜型 A（H3N2）亜型

（2013年1月24日現在暫定値）
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2012年度 ： A/California/7/2009 （n=6,794）

2013年度 ： A/California/7/2009 （n=6,444）

2012年度 ： A/Victoria/361/2011 （n=6,794）

2013年度 ： A/Texas/50/2012 （n=6,199）

両年度の調査株は同じ（2009年度以降同じ）

※2009/10～2013/14シーズンのワクチン株

全体の抗体保有率（HI抗体価1:40以上）

多くの年齢群で抗体保有率低下（前年度比 ‐1～‐10pt）

2009年度

8%
2010年度

40%
2011年度

49%
2012年度

51%
2013年度

47%⇒ ⇒ ⇒ ⇒

両年度の調査株は異なる
※2012/13シーズンから2013/14シーズンのワクチン株変更による

全体の抗体保有率（HI抗体価1:40以上）

ほとんどの年齢群で抗体保有率上昇（前年度比 3～24pt）

2012年度

40%
2013年度

49%⇒
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インフルエンザ抗体保有状況‐前年度との比較 ［B型］
（2013年1月24日現在暫定値）
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2012年度 ： B/Wisconsin/1/2010 （n=6,793）

2013年度 ： B/Massachusetts/02/2012 （n=6,444）

2012年度 ： B/Brisbane/60/2008 （n=6,793）

2013年度 ： B/Brisbane/60/2008 （n=6,199）

両年度の調査株は異なる
※2012/13シーズンから2013/14シーズンのワクチン株変更による

全体の抗体保有率（HI抗体価1:40以上）

すべての年齢群で抗体保有率上昇（前年度比 1～19pt）

2012年度

31%
2013年度

41%⇒

両年度の調査株は同じ（2009年度以降同じ）

※2009/10～2011/12シーズンのワクチン株

全体の抗体保有率（HI抗体価1:40以上）

ほとんどの年齢群で抗体保有率低下（前年度比 -1～-15pt）

B型（山形系統） B型（ビクトリア系統）

2009年度

31%
2010年度

33%
2011年度

45%
2012年度

47%
2013年度

39%⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ジフテリア
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1948年ジフテリアトキソイド
定期接種開始
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第2期DT：11歳以上13歳未満の効果

1948年から
ジフテリア
トキソイド

百日咳
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1958年DPワクチン
開始

1958年DPワクチン
開始
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破傷風

1968年DPTワクチン開始
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第2期DT：11歳以上13歳未満の効果

1968年DPTワクチン
開始

感染症流行予測調査事業 感受性調査

実施都道府県ならびに地方衛生研究所

での測定結果をもとに、

本日の資料を作成しています。



【目的について】

感染症流行予測調査事業では、定期予防接種の対象疾病（ポリオ、インフルエンザ、日本脳炎、風疹、麻疹、ヒトパピローマ
ウイルス感染症、水痘、百日咳、ジフテリア、破傷風、インフルエンザ菌感染症、肺炎球菌感染症）について、わが国の国民が
これらの病気に対する免疫をどれくらい保有しているか（集団免疫の現状把握：感受性調査）、どのような型の病原体が流行し
ているか（病原体の検索：感染源調査）などの調査を行い、これらの結果と他の色々な情報（地域、年齢、性別、予防接種歴な
ど）をあわせて検討して、予防接種が効果的に行われていることを確認し、さらに長期的な視野で病気の流行を予測すること
を目的としています。具体的には、風疹や麻疹に対する免疫を持っていない人の数の推計、インフルエンザワクチンの株を選
ぶ際の参考資料、また、予防接種スケジュールを決定するための参考資料など、日本の予防接種政策の基礎資料として有効
に活用されています。

【実施機関について】

厚生労働省が主体となり、国立感染症研究所、都道府県ならびに都道府県衛生研究所、保健所、医療機関等が協力して
実施しています。調査には、それぞれの地域に住んでいる健康な方にこの調査の目的を説明して、同意が得られた場合に
協力していただいています。なお、平成25年度（2013年度）からは予防接種法に基づく事業となっています。

【調査の概要について】

1）感受性調査（集団免疫の現状把握）
同意が得られた方から血液を採取し、対象となる
病気に対する免疫の有無について調査します。

2）感染源調査（病原体の検索）
対象となる病気の患者に加え、ブタあるいは環境
から採取した材料を用いて、病原体の有無や種類
について調査します。

3） その他の情報
地域、年齢、性別、予防接種歴等の情報について、
上記の調査結果とあわせて検討します。

【調査結果について】

調査にご協力いただいた方は、各都道府県の担当者から結果を受け取ることができます。調査によっては、結果が出るまで
に数か月かかる場合もありますのでご了承ください。全国各地の調査結果は、国立感染症研究所で地域、年齢、予防接種歴
など様々な角度から解析を行い、感染症流行予測調査報告書としてまとめています。報告書は、国立感染症研究所の感染症
流行予測調査のページで公開しています。また、インフルエンザの抗体保有状況や日本脳炎ウイルスの活動状況については
速報としても公開しております。なお、公開している結果には、個人を特定できる情報は一切ありません。

ご存知ですか? 感染症流行予測調査事業

感染症流行予測調査のページ
（ http://www.nih.go.jp/niid/ja/yosoku‐index.html  ）

（参考資料５）



ポリオの予防接種状況および抗体保有状況
～2013年度感染症流行予測調査より～

ポリオ（小児麻痺）について

ポリオウイルスに感染すると、多くの場合、症状は出ませんが、感染者の10人に1人くらいの割合で発熱や頭痛など風邪の

ような症状が出ます。また、重くなると髄膜炎になったり、手や足に麻痺が出たりすることがあります。

日本では1940年代頃から流行がみられ、1960年には北海道を中心に5000人を超える多くの患者が発生しました。翌1961年

に口から飲ませる生ポリオワクチン（OPV）が海外から緊急輸入され、一斉に接種されたことによって流行は止まりました。

1964年以降は定期接種として生ワクチンの接種が行われ、1970年代には年間数例まで患者が減り、1980年の患者を最後に

野生のウイルスによるポリオ患者は出ていません。

海外では、いくつかの国でいまだに野生のポリオウイルスによる患者が発生していますが、日本ではワクチン接種によって

ポリオの流行や患者はみられなくなりました。しかし、ごくまれに生ワクチンに含まれるウイルスにより麻痺が出てしまうなどの

問題がありました。

そこで、2012年9月1日に定期接種で用いるワクチンが注射によって接種する不活化ポリオワクチン（IPV）に変更されました。

また、同年11月1日には3種混合ワクチン（百日咳・ジフテリア・破傷風混合ワクチン）に不活化ポリオワクチンを加えた4種混合

ワクチン（DPT‐IPV）も定期接種として接種できるようになり、現在に至っています。

ポリオの予防接種状況

2013年度の調査によるポリオの予防接種状況について、

ポリオワクチンの接種を受けたかどうか明らかな人でみると、

生ポリオワクチン（OPV）あるいは不活化ポリオワクチンを含む

ワクチン（IPVを含むワクチン：IPVあるいはDPT‐IPV）の接種を

1回以上受けた人の割合は、0歳 97%、1歳 97%、2歳 100%、

3歳 99%、4歳 100%と、5歳未満のほとんどがポリオワクチンの

接種を受けていました。

次に、どのワクチンの接種を何回受けたか明らかな人の

ワクチン別の接種状況についてみると、図1に示したように

0歳児ではすべての人が「IPVを含むワクチンのみ接種」で、

1歳児でも「IPVを含むワクチンのみ接種」の割合が高い結果と

なりました。これは、IPVを含むワクチンが定期接種で使用され

始めた後にポリオの予防接種を受けた人が0～1歳児に多いためと考えられます。また、2歳児では「OPVのみ接種」と「IPVを

含むワクチンのみ接種」は同じくらいの割合でした。一方、IPVを含むワクチンが定期接種に導入されたとき、すでにポリオの

予防接種を完了していた人が多いと考えられる3～4歳児では、「OPVのみ接種」の割合が高いことが分かりました。

図1 5歳未満のワクチン別ポリオ予防接種状況
（ワクチンの種類と接種回数が明らかな者のみ）
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1歳

（n=108）

2歳

（n=67）

3歳

（n=70）

4歳

（n=47）

OPVのみ接種

IPVを含むワクチンのみ接種

OPVとIPVを含むワクチンの両方接種

ポリオの免疫（抗体）保有状況

ポリオウイルスには1～3型まで3つの種類があり、ポリオ

ワクチンにはこれら3つの型がすべて含まれています。ワク

チンの接種を受けると、それぞれの型に対する免疫（抗体）

が獲得できますが、従来の生ポリオワクチンでは、型によっ

て抗体の獲得に差があることが分かっていました。

図2は2013年度の調査によって得られたポリオの抗体保

有状況のグラフです。1型と2型に対しては、いずれの年齢

とも高い抗体保有率を示していますが、3型に対する抗体

保有率は1～4歳児で低く、とくに3歳児や4歳児では80%を

下回る結果でした。一方、0歳児の3型に対する抗体保有率

は、1型や2型とほとんど差がみられず、これは不活化ポリ

オワクチンの効果と考えられました。
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図2 5歳未満のポリオに対する抗体保有状況
（中和試験による抗体価1:4以上の抗体保有率）


